
JP 2008-509488 A 2008.3.27

10

(57)【要約】
本発明は、少なくとも食指スリーブと中指スリーブとを
有する帯びユニットと、前記帯びユニットに配置され、
食指の移動を検知して対応するシフト信号を生成する位
置感知ユニットと、それぞれ前記帯びユニットの食指ス
リーブ及び中指スリーブに配置され、キー信号を生成す
る第１及び第２のキーと、前記帯びユニットに設置され
、前記シフト信号とキー信号を受信して、前記信号を前
記データ処理システムが認識可能な信号に変換する信号
処理ユニットと、前記信号処理ユニットに接続され、前
記の認識可能な信号を前記データ処理システムに送信す
る信号発信ユニットと、前記帯びユニットに設置され、
かつ前記信号処理ユニットに接続され、前記信号入力装
置をオン・オフするための入力スイッチングユニットと
を有するデータ処理システムに用いられる帯び可能な信
号入力装置を提供する。本発明によれば、便利且柔軟に
他の入力デバイスとの切り替え合わせを実現することが
でき、信号入力の効率を向上させることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ処理システムに用いられる帯び可能な信号入力装置であって、
　少なくとも食指スリーブと中指スリーブとを有する帯びユニットと、
　前記帯びユニットに配置され、食指の移動を検知して対応するシフト信号を生成する位
置感知ユニットと、
　それぞれ前記帯びユニットの食指スリーブ及び中指スリーブに配置され、キー信号を生
成する第１及び第２のキーと、
　前記帯びユニットに設置され、前記シフト信号とキー信号を受信して、前記信号を前記
データ処理システムが認識可能な信号に変換する信号処理ユニットと、
　前記信号処理ユニットに接続され、前記の認識可能な信号を前記データ処理システムに
送信する信号発信ユニットと、
　前記帯びユニットに設置され、かつ前記信号処理ユニットに接続され、前記信号入力装
置をオン・オフするための入力スイッチングユニットとを有する信号入力装置。
【請求項２】
　前記入力スイッチングユニットは、前記帯びユニットの前記食指スリーブの一側に配置
されていることを特徴とする請求項１に記載の信号入力装置。
【請求項３】
　前記位置感知ユニットは、前記帯びユニットの前記食指スリーブに配置され、オリジナ
ル光信号を生成するための光源と、反射した光信号を取得するためのレンズと、前記反射
した光信号に基づいて位置信号を生成するためのセンサーとを有し、
　前記光源の射出の方向及び角度は、レンズが最適に反射光を取得するように設定されて
いることを特徴とする請求項１に記載の信号入力装置。
【請求項４】
　前記位置感知ユニットと前記第１のキーは、集積されてパッケージングされていること
を特徴とする請求項３に記載の信号入力装置。
【請求項５】
　前記位置感知ユニットは、信号処理ユニットに集積されている光源及びセンサーと、帯
びユニットの食指スリーブに配置されているレンズと、前記光源で生成されたオリジナル
光信号を食指に伝送し、かつ前記レンズが取得して反射光信号をセンサーに伝送するため
の光ファイバーとを有することを特徴とする請求項１に記載の信号入力装置。
【請求項６】
　前記位置感知ユニットは、磁気誘導部品、或は光スカンニング部品或はキャパシタンス
誘導部品であることを特徴とする請求項１に記載の信号入力装置。
【請求項７】
　前記帯びユニットの食指スリーブ或は中指スリーブに設置され、かつ前記信号処理ユニ
ットに接続されたページターニングユニットをさらに有し、ページが上下スクロールする
操作信号を生成するために用いられていることを特徴とする請求項１に記載の信号入力装
置。
【請求項８】
　前記ページターニングユニットは、光源、ホイール、第３のキー、集積された光学エン
コーダーと第１の支持体、集積された光源と第２の支持体を含んでいることを特徴とする
請求項７に記載の信号入力装置。
【請求項９】
　前記第１、第２及び第３のキーは、接触式或は誘導式のキーであることを特徴とする請
求項８に記載の信号入力装置。
【請求項１０】
　前記信号発信ユニットは、前記信号処理ユニット内に集積されていることを特徴とする
請求項１に記載の信号入力装置。
【請求項１１】
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　前記信号発信ユニットは、無線或は赤外線発信ユニットであることを特徴とする請求項
１または請求項１０に記載の信号入力装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、信号伝送及び処理技術に関し、特に、データ処理システムに用いられる帯び
可能な信号入力装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、全てのデータ処理システム（例えば、デスクトップ・コンピュータ、携帯型コン
ピュータ、サーバー、大型機等）には、マンマシンインタラクション（man-machine inte
raction）信号の入出力装置、例えば、マウス、キーボード、ディスプレイ等を備える必
要がある。マウスは、１９６４年に発明され、主に１つのＸ、Ｙ軸の位置の入力（Ｚ軸を
増加させたものもある）を実現するためのものであり、キーボードとの結合に加えて、デ
ィスプレイにカーソルとキャラクターグラフ等を表示することによって、位置とキャラク
ター情報の入力を便利にすることができる。
【０００３】
　図１を参照すると、現在の一般的なデスクトップ・コンピュータは、ユーザに各種の情
報を表示するためのディスプレイ１２０と、信号の入力を実現するためのマウス１３０及
びキーボード１４０とを備え、マウス１３０とキーボード１４０が、有線や無線の方式に
よってホスト１１０に接続されている。
【０００４】
　しかしながら、コンピュータの使用者がキーボード１４０とマウス１３０を用いている
過程を観察すると、従来技術の信号入出力装置にはいくつかの問題点があるのが発見され
た。キーボード１４０とマウス１３０とを共に同時にうまく動作させるためには、常に使
用者の手がキーボードから移動する必要があり、マウス１３０を探した後、シフト信号の
入力操作を行うようになるが、この移動の距離は近いものもあれば遠いものもある。マウ
ス１３０の操作が終了した後、使用者は、手をマウス１３０より移動させてキーボード１
４０へ戻すようにする必要があるが、まず、食指がキーボード１４０の位置決めキー（通
常、ＦキーとＪキーである）を探したり、或は目の補助によってキーを直接に探したりし
た後、次のキャラクター入力操作を行うことができる。実際の操作では、キャラクター入
力と位置入力の切り替えが頻繁に行われるので、使用者の手をキーボード１４０とマウス
１３０との間にて頻繁に切り替える必要があるが、常に手が一度でマウス１３０を掴むこ
とができないため、目をスクリーンから離してマウス或はキーを探すようにしなければな
らず、切り替えの過程が滞り、入力の効率の低下を招くようになる。
【０００５】
　図２を参照すると、ノートブック型或は携帯型のコンピュータにおいては、キーボード
１４０と、マウスのトラックポインター（Track Point）１５０と、タッチパネル（Touch
 Panel）１６０とが共にホスト１１１に集積されている。トラックポインター１５０は、
キーボード１４０の中に直接に嵌め込まれており、それにより、操作の時に手の移動距離
を短縮することができるが、トラックポインター１５０と合わせる２個のキー（不図示）
がキーボードから遠く離れているため、食指でトラックポインター１５０を操作する場合
には、拇指でキーの操作に合わせる必要があり、やはり入力効率を向上させなければなら
ない。タッチパネル１６０は、キーボードから遠く離れていて、切り替える時には、指が
完全にキーボードから移動した場合のみ、タッチパネル（Touch Panel）１６０の上で操
作することができ、逆もまた同様である。そのため、切り替えの効率はトラックポインタ
ー１５０よりも低い。大部分の操作者は依然として一般的なマウスに慣れているため、多
くの操作者はノートブック型コンピュータを用いる時、マウスを外挿して用いることを好
んでいる。いずれの方式を用いても、従来の案は全て切り替えの効率に影響を与えている
。
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【０００６】
　なお、数年の発展を経過して、従来技術において多種の異なる形式のマウスが出てきて
いる。例えば、中国特許出願第０２１３７５７４.７号では、指付きの圧力誘導型光学マ
ウスが開示され、中国特許出願第０２２２９０３９.７号では、マウスのホイール（wheel
）を指スリーブ（sleeve）に設置して拇指によって掴み動かす技術案が開示されている。
米国特許第ＵＳ２００４０１２５６４号に開示された技術案では、Ｘ－Ｙ入力センサーを
グローブ（glove）と類似な装置に設置しており、米国特許第ＵＳ２００３１７４１２４
号と第ＵＳ２００２１０１４０１号に開示された技術案では、マウスのキーを１つの拇指
に集中して、その他の指の助けを借りてすべての操作を完成しており、米国特許第ＵＳ５
７０６０２６号に開示された技術案では、キーを指の関節に設置しており、米国特許第Ｕ
Ｓ２００３０３８７８３号に開示された技術案では、ホイールを巧妙に手の裏の辺にセッ
トし、キーを食指と中指に設置している。ドイツ特許第ＤＥ１００４０８１２号では、マ
ウスのセンサーを２つの指に集中したものが開示されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述した特許出願、或はその他の類似な特許出願では、マウスを設計す
る場合、依然としてキーボードのキー入力操作と総合的に考慮していないため、使用者が
マウスとキーボードとの間に切り替えを行う効率を効果的に向上させることができないと
いう問題点がいずれにもある。例えば、米国特許第ＵＳ２００３１７４１２４号と第ＵＳ
２００２１０１４０１号に開示されたものでは、切り替えをほどんと実現することができ
ない。これは、少なくとも１つの指の全体がマウスに完全に占められ、それにより、その
指がキーボード入力に関与することができないからである。ドイツ特許第ＤＥ１００４０
８１２号によって開示された技術案では、指にリングセンサーを設置し、かつ指頭部分を
露出させることによって、さらに正常なキーボード入力操作を行うことができ、指をキー
ボードから移動した場合に、マウスが指頭にあるのでマウスをさらに探す必要がない。し
かし、位置及びキャラクター入力の誤操作を防止するためには、やはり１つの手の全体が
キーボードから操業台に移動して、マウスの位置入力操作を行わなければならず、その入
力効率も向上すべきである。米国特許第ＵＳ５７０６０２６号に開示されたものでは、使
用者の手がだたマウスとして利用され、さらにキーボード操作を行う場合に誤操作を起こ
し易い。これは、キャラクター入力をしようとする場合に、位置入力の誤動作が発生し易
く、これによってカーソルが本来予定した位置からオフセットすることを引き起こすから
である。
【０００８】
　一種類の従来技術の入力装置としては、カナダ特許第ＣＡ２４５０４９４号を参照でき
る（図３を参照）。この入力装置２００は、食指の指先に配置され、シフト信号を生成す
るためのトラック装置２１０と、中指と無名指に配置され、キー信号を生成するための圧
力板２２０と、シフト信号とキー信号をコンピュータに伝送するための発信器２３０とを
備え、さらに、食指縁に位置されたスクロール／ページターニング（page turning）ボタ
ン２４０を備えている。この従来技術の問題点は、まず、使用者の手はだたマウスとして
用いられ、またキーボード操作を行う場合に誤操作を引き起こし易い。これは、キャラク
ター入力をしようとする場合に、食指がキーボードで移動するので、トラック装置２１０
が位置入力の誤動作を発生し易く、カーソルが本来予定した位置からオフセットされるこ
とを引き起こすからである。次に、中指と無名指でキーボードを打つ場合に、圧力板２２
０に間違ったマウスキー信号を発生させてしまう。また、伝統的なマウス操作において、
使用者は食指で左キー、中指で右キーを操縦するのに慣れているが、この特許技術では圧
力板を中指と無名指に設置しているため、使用者による誤操作を引き起こして動作効率に
影響を与えてしまう。また、この特許技術では、食指縁に設置されているスクロール／ペ
ージターニングボタン２４０を用いてページターニング操作を実現しているが、これも伝
統的なホイール動作形態と異なるので、使用者の操作の習慣に合わず便利かつ柔軟ではな
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い。
【０００９】
　本発明は、便利かつ柔軟に他の設備との切り替え合わせを実現することができ、信号入
力の効率を向上させることができる、データ処理システムに用いられる帯び可能な信号入
力装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の課題を解決するために、本発明の技術案は以下のように実現する。
【００１１】
　データ処理システムに用いられる帯び可能な信号入力装置であって、
　少なくとも食指スリーブと中指スリーブとを有する帯びユニットと、
　前記帯びユニットに配置され、食指の移動を検知して対応するシフト信号を生成する位
置感知ユニットと、
　それぞれ前記帯びユニットの食指スリーブ及び中指スリーブに配置され、キー信号を生
成する第１及び第２のキーと、
　前記帯びユニットに設置され、前記シフト信号とキー信号を受信して、前記信号を前記
データ処理システムが認識可能な信号に変換する信号処理ユニットと、
　前記信号処理ユニットに接続され、前記の認識可能な信号を前記データ処理システムに
送信する信号発信ユニットと、
　前記帯びユニットに設置され、かつ前記信号処理ユニットに接続され、前記信号入力装
置をオン・オフするための入力スイッチングユニットとを有する信号入力装置を提供する
。
【００１２】
　前記入力スイッチングユニットは、前記帯びユニットの食指スリーブの一側に配置され
ていることが好ましい。
【００１３】
　前記位置感知ユニットは、帯びユニットの食指スリーブに配置され、オリジナル光信号
を生成するための光源と、反射した光信号を取得するためのレンズと前記反射した光信号
に基づいて位置信号を生成するためのセンサーとを有し、光源の射出の方向及び角度は、
レンズが最適に反射光を取得するように設定されていることが好ましい。
【００１４】
　前記位置感知ユニットと第１のキーは、集積されてパッケージングされていることが好
ましい。
【００１５】
　前記位置感知ユニットは、信号処理ユニットに集積されている光源及びセンサーと、帯
びユニットの食指スリーブに配置されているレンズと、光源で生成されたオリジナル光信
号を食指に伝送し、かつレンズが取得して反射光信号をセンサーに伝送するための光ファ
イバーとを有することが好ましい。
【００１６】
　前記位置感知ユニットは、磁気誘導部品、或は光スカンニング部品或はキャパシタンス
誘導部品であることが好ましい。
【００１７】
　前記帯びユニットの食指スリーブ或は中指スリーブに設置され、かつ前記信号処理ユニ
ットに接続されたページターニングユニットをさらに有し、ページが上下スクロールする
操作信号を生成するために用いていることが好ましい。
【００１８】
　前記ページターニングユニットは、光源、ホイール、第３のキー、集積された光学エン
コーダーと第１の支持体、集積された光源と第２の支持体を含むことが好ましい。
【００１９】
　前記第１、第２及び第３のキーは、接触式或は誘導式のキーであることが好ましい。



(6) JP 2008-509488 A 2008.3.27

10

20

30

40

50

【００２０】
　前記信号発信ユニットは、信号処理ユニット内に集積されていることが好ましい。
【００２１】
　前記信号発信ユニットは、無線或は赤外線発信ユニットであることが好ましい。
【発明の効果】
【００２２】
　従来の技術に対して、本発明は以下の有用な効果がある。まず、本発明の信号入力装置
は、入力スイッチングユニットを有しているので、操作によって信号入力装置のオン・オ
フを実現することができ、位置信号を入力する必要がある場合にオンさせ、キーボード操
作を行う必要がある場合にオフさせることによって、誤操作の確率を小さくして、使用者
がマウスとキーボードとの間で切り替えを行う効率を便利に向上させる。次に、本発明で
は、第１のキーと第２のキーをそれぞれ食指スリーブと中指スリーブに設置し、使用者の
使用習慣に比較的にあわせていて、即ち、食指と中指はそれぞれ確認とキャンセル等の操
作を実現するためのものとなる。次に、信号入力装置は、キャラクター入力と位置入力で
切り替えを行う場合に指の移動距離が一番短く、切り替え速度が一番速くなるように、帯
びユニットの形式で手に設置して、そしてどんな場合でも目の助けを借りて補助操作をす
る必要がなく、目はスクリーン或はその他の注視すべき所を注視すればよく、キーボード
と信号入力装置を見る必要が全然ない。そのため、本発明の切り替えの速度が速く、切り
替えの移動距離が短く、特に、図と文字を共同に入力して高頻度に切り替える必要がある
場合に、動作効率を向上させることができる。
【００２３】
　なお、ホイールを便利に追加することができ、さらにページターニング等の操作を実現
することができ、したがって、信号入力装置の機能を開拓し、大多数の使用者の習慣に合
わせる。
【００２４】
　なお、信号入力装置の衛生をきれいに保持することができ、かつ指が共用コンピュータ
に触れらないように保護して、共用コンピュータによって細菌ウィルスに感染されること
を少なくする。これは、従来の技術に対して、本発明は隙間が少なくて、埃と水が入り難
くなることで、細菌の繁殖が少なくなって、疾病が伝染する可能性を小さくするからであ
る。本発明における信号入力装置は、体積が小さく、携帯が便利で、帯びユニットとして
軟性材料を用いて折畳み易くて、そして指はマウスであり、移動と入力が比較的に柔軟な
ので、手首を自由にして、マウスによる疲労病を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００２６】
　本発明の技術案は、非機械接触の方法（例えば、光学、磁界等の情報を用いる）を用い
てシフトを感知する同時に、現在のマウス実体に替えて指の中で一番柔軟な食指と中指を
利用して、左手の指に置いてもよく、右手の指に置いてもよい。
【００２７】
　図４と図５を参照すると、本発明の信号入力装置は、帯びユニット３１０と、位置感知
ユニット３２０と、第１のキー３３０と、第２のキー３４０と、入力スイッチングユニッ
ト３５０と、信号処理発信部４００とを備えている。位置感知ユニット３２０、第１のキ
ー３３０、第２のキー３４０及び入力スイッチングユニット３５０は、それぞれ配線（不
図示）を介して信号処理発信部４００に接続されている。
【００２８】
　帯びユニット３１０は、食指スリーブ３１１、中指スリーブ３１２及び手首部３１３を
含み、使用者の操作手に信号入力装置を便利に帯びできるように軟性材料からなっている
。
【００２９】
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　位置感知ユニット３２０は、帯びユニットの食指スリーブ３１１に配置され、非機械接
触の方法にて食指の移動を検知し、かつ対応する位置信号を生成するためのものである。
これは光学スカンニングの原理を適用してもよいし、磁界誘導の原理を適用してもよい、
即ち、磁気誘導部品或は光スカンニング誘導部品或はキャパシタンス誘導部品を用いてよ
い。
【００３０】
　第１及び第２のキー３３０、３４０は、それぞれ食指スリーブ３１１と中指スリーブ３
１２に配置され、第１のキー３３０は、マウスの入力左キーに替えて、通常、確認や選定
等の操作を行うことができ、また、第２のキー３４０は、マウスの入力右キーを担当し、
通常、キャンセルや解放等の操作を行う。第１のキー３３０と第２のキー３４０には、普
通の接触式或は誘導式のキーを用いてもよい。
【００３１】
　入力スイッチングユニット３５０は、帯びユニットの食指スリーブ３１１の縁に設置さ
れ、かつ信号処理発信部４００に接続され、信号入力装置のオン・オフに用いられる。
【００３２】
　信号処理発信部４００は、帯びユニットの手首部３１３に配置され、配線によって伝送
されてきたデータを処理して発信するためのものである。
【００３３】
　本発明の信号入力装置の操作過程では、指が机上或はその他のプラットホームで移動す
る場合、食指スリーブ３１１上の位置感知ユニット３２０が指の移動を感知して、Ｘ－Ｙ
軸の相対シフトを発生し、信号処理発信部４００に伝送する。信号処理発信部４００は、
シフト信号をコンピュータ内部の無線受信装置９１０に送信し、無線受信装置は信号をキ
ーボードコントローラー９２０に中継する。キーボードコントローラー９２０は、中央処
理装置（ＣＰＵ）９３０によってランニング（Runing）されるオペレーティング・システ
ムに、カーソルのシフトを処理してスクリーン９４０に表示する旨を通知する。
【００３４】
　食指が第１のキーを打つ場合、信号処理発信部４００はキー信号をコンピュータに送信
し、通常、第１のキー３３０はマウスの入力左キーとして、確認や選定等の操作を行う。
中指が第２のキー３４０を打つ場合、信号処理発信部４００はキー信号をコンピュータに
送信し、通常、第２のキー３４０はマウスの入力右キーとして、キャンセルや解放等の操
作を行う。
【００３５】
　さらに、本発明の信号入力装置は、食指スリーブ３１１に設置された信号入力スイッチ
ング３５０がオンされた場合のみに、正常なマウスの操作を行うことができる。信号入力
装置を使った後、この信号入力スイッチングユニット３５０をオフする必要があるが、そ
うしなければ、手がその他の表面に接触した時にマウスのカーソルの誤動作を発生し易く
なる。例えば、コップを持って水を飲む場合や電話をかける場合等である。この信号入力
スイッチングユニット３５０は、切り替えスイッチングでもよく、即ち、一度押し下げる
と信号入力装置はオンとなり、再び押し下げると信号入力装置はオフとなり、また、他の
入力デバイスと連動して切り替えてもよい。この信号入力スイッチングユニット３５０は
、一番近い拇指により操作される。
【００３６】
　図６と図７を参照すると、必要があれば、食指スリーブ３１１内に、上下のページター
ニング操作キーとして、前後にロール（roll）運動するページターニングユニット３６０
をさらに設置することができる。
【００３７】
　ページターニングユニット３６０は、食指スリーブ３１１の側部に設置され、シフト操
作或は左右キー操作を行う場合に、ページターニングユニット３６０は浮かせておけば、
ページターニングユニット３６０のスクロールを引き起こすことはない。ページターニン
グユニット３６０を用いる必要がある場合、食指を一方側に少し傾ければホイール操作を
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行うことができ、一方側に傾いた場合には、位置感知ユニット３２０が机上からオフセッ
トされることで、位置感知動作を自動的に停止し、このようにホイール操作を行う場合に
マウスのカーソルの誤動作を引き起こすことがない。ページターニングユニット３６０は
、その他の指、例えば中指或は無名指に取り付けてもよく、このような食指の負担を減軽
できる。
【００３８】
　以下、本発明を分かり易くするために、実施例を参照して本発明について詳しく説明す
る。
【００３９】
　（実施例１）
　図８を参照すると、本実施例において、信号入力装置は、手首部に配置された信号処理
発信部４００と、指部に配置された第１のキー３３０、信号入力スイッチングユニット３
５０、第２のキー３４０、ページターニングユニット３６０及び位置感知ユニット３２０
とを含み、さらにこれらの素子を接続する配線（不図示）も含む。
【００４０】
　信号処理発信部４００は、信号処理ユニット４１０、信号発信ユニット４２０及び電池
４３０を含む。信号発信ユニット４２０には、無線或はインフラレッド信号が用いられる
。
【００４１】
　第１のキー３３０、第２のキー３４０及び信号入力スイッチングユニット３５０には、
オムロンのキーを用いてもよく、かつ、配線によって信号処理ユニット４１０に接続され
ている。
【００４２】
　位置感知ユニット３２０は、ルミノトロン３２１、センサー３２２及びレンズ３２３を
備えている。
【００４３】
　ここで、レンズ３２３にはアジレント（Agilent）に推薦されたHDNS2100を用いてよく
、センサー３２２の照明用のルミノトロン３２１にはHLMPED800－XX000LEDを用いてもよ
い。
【００４４】
　本実施例では、センサー３２２として、現在常用している光学電気マウスシフトセンサ
ー、例えば、AgilentのS2030を用いて、正確にＸ－Ｙのシフトを感知することができ、さ
らに自分でＬＥＤを駆動する。無線部には、Agilent（アジレント）のチップとADNS－203
0を組み合わせてセットされたチップを用いてもよい。
【００４５】
　これは、Agilentの伝統的な光学電気マウスチップ、例えばS2599は全部センサー（SENS
OR）と処理チップとを一体化にして、指先に置くと体積が大きいように見える。そのため
、本実施例ではAgilentのS2030を用いて、センサーと処理チップとを別体にして、センサ
ーを指先に配置し、処理チップを手首での信号処理ユニット４１０とし、配線によってセ
ンサーと処理チップとが接続されている。
【００４６】
　図９を参照すると、同図はAgilentのチップADNS－2030の内部ブロック図である。電源
入力ピン、光源出力ピン、画像処理ユニット、シリアルポート出力ピン、４象限出力ピン
、発振器及びパワーアップリセットユニットを含む。
【００４７】
　本実施例では、図９に示すチップの内部ブロック図に加えて、センサー３２２の体積を
小さくする対策を施して、センサーチップの４象限出力部の回路を削除し、また、２つの
内部基準ピンを削除して、シリアルポート出力のみを保留している。これによって、チッ
プのピンの総数は９個程度になる。例えば、電源Ｖｄｄ、グランドＧｎｄ、２つのシリア
ルポート出力、２つの発振器、１つのＬＥＤ抵抗端子ピン、１つのＬＥＤ出力制御、１つ
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の電源制御ピンである。
【００４８】
　図１０を参照すると、本実施例では、食指スリーブ３１１の第１のキー３３０、ルミノ
トロン３２１及びレンズ３２３も、センサー３２２チップのパッケージングに集積され、
チップの上面の周囲に抵抗と水晶振動子を配置し、中間の部分は食指が操作するのに用い
る。
【００４９】
　図１１と図１２を参照すると、ページターニングユニット３６０は、ホイール軸３６１
、ホイール３６２、ホイール軸３６１とホイール３６２を支持する支持体３６３，３６４
、円形の光学エンコーダー３６５、光源３６６、第３のキー３６７及び配線基板３６８を
含む。基本原理としては、ホイール３６２は、摩擦によって机上でスクロールが発生し、
ホイールの上の貫通孔３７１を回転させるようにして、光束が貫通孔３７１を通過する時
、光学エンコーダー３６５が光を受信して信号を生成し、ホイール３６２がある角度を回
転した時、光源３６６がホイールによって遮蔽されることによって、光学エンコーダー３
６５ではパルス信号を生成し、マイクロプロセッサはこのパルス信号の個数及びその位相
差によって、ホイール３６０が移動した距離或はスクロール角度及び方向を算出する。
【００５０】
　図１３を参照すると、本実施例では、ページターニングユニット３６０及びその付属品
の体積を小さくするために、ホイールの支持体３６３とエンコーダー３６５とを直接に一
体化し、また、ページターニングユニット３６０の他側の支持体３６４と光源３６６とを
一体化にしている。支持体３６３，３６４の上方は開口され、ホイール軸３６１を挟め入
れるのに適し、回転がよいばかりでなく、抜け出しも困難となっている。
【００５１】
　図１４を参照すると、コンピュータ内の無線受信装置９１０は、無線受信回路９１１、
コンバータ９１２及びコンピュータキーボードインターフェース９１３を含む。ここで、
コンバータにはCYPRESS CY7C63723A－PCを用いてもよい。
【００５２】
　動作する場合には、センサー３２２が自動的にルミノトロン３２１の動作を監視し、セ
ンサー３２２がシフトを検知しない場合は、ルミノトロン３２１は低輝度の動作状態にあ
り、シフトが発生した場合には、センサー３２２はルミノトロン３２１を高輝度になるよ
うにトリガーさせる。それにより、位置されている表面を照らすことができ、センサー３
２２は一定の時間ごとに一度のスキャンをした後、信号処理ユニット４１０によって２度
スキャンした画像を比較して、信号入力装置の移動の方向と速度を得るようになる。スキ
ャン信号の周波数が高いほど、信号入力装置の運動に対する表現能力が細かくなり、特に
、変速運動する時の反応はより顕著であるのは当然なことである。指が移動を停止したり
、或は反射表面を一定の距離だけ離れたりした後、センサー３２２が、シフトを感知する
ことができない場合には、ルミノトロン３２１を低輝度の状態にあるように自動制御し、
それにより、電力消費を比較的に節約して、部品の寿命を延長することができる。
【００５３】
　一般的に、１インチずつ移動するごとに、コンピュータに座標値を４００回発信する。
そこで、その精度は高いものである。機械摩擦によって移動データを生成することでない
ので、操作面の制約を脱却し、ほとんどすべての操作面で用いられることができる。例え
ば、足やベッド等を用いても、機械摩損がなく、寿命も長く延長された。
【００５４】
　（実施例２）
　図１５を参照すると、実施例２は実施例１と略同様であって、相違点としては、実施例
２では、ページターニングユニット３６０を帯びユニットの中指スリーブ３１２に設置し
、同時にこれによって配線の配置が多少異なっており、食指スリーブ３１１は３本の配線
（１本の接地線、１本の第１のキー線、１本のスイッチング線）を有し、中指スリーブ３
１２は７本の配線（それぞれ、１本の第２のキー線及び６本のページターニングユニット
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線）を有していることである。６本のページターニングユニットは、接地線、第３のキー
線、光源線、コーディングＡ線、電源線及びコーディングＢ線を含む。
【００５５】
　実施例１のように、中指スリーブ３１２でのページターニングユニット３６０も一定の
傾斜を有し、平常のキー操作を行う場合には接触することなく、中指が少し傾く場合のみ
、ホイール３６２を机上に接触して上下スクロール操作を行う。
【００５６】
　本実施例２の利点としては、食指がマウスを移動する役割と左キーをクリックする役割
を担当しているので、中指が上下スクロールさせる役割と右キーをクリックする役割を担
当している。このようにすると、食指の動作量を減軽することができ、食指と中指の動作
量が少し均等になるので、動作効率を向上させることができる。これは、ページターニン
グユニット３６０も食指スリーブ３１１に設置すると、マウスの移動、左キーのクリック
及び上下スクロールの３つの機能が食指に集中し、動作量が多くなるためである。食指の
動作量を減軽したければ、習慣の継承性を犠牲しなければならない。即ち、使用者は、今
のマウスの使用伝統に応じて、ホイールとマウスの中間部位に設置して、一定の使用習慣
を変えなければならない。一般的に食指を用いて操作することを、現在は中指に変えて少
し慣れないことになる。
【００５７】
　（実施例３）
　図１６を参照すると、本実施例では、ルミノトロン３２１、レンズ３２３及びセンサー
３２２を手首部に集中している。シフト感知ユニットに２本の光ファイバー３２４を追加
して、１つは光源、他の１つは信号フィードバックとし、２本の光ファイバーを食指に設
置して、手首に接続させる。
【００５８】
　動作する場合は、光ファイバー３２４はルミノトロン３２１での光束を指先に導き、光
ファイバー３２４を介して机上反射の信号をチップのセンサー３２２に伝送する。
【００５９】
　図１７を参照すると、集光を増加するために、食指スリーブ３１１にレンズ３２５を設
置することもできる。
【００６０】
　上記の説明は、本発明の好ましい実施形態にすぎず、当業者は、本発明の趣旨を逸脱す
ることなく、若干の改良、変更を行うことができ、これらの改良、変更も本発明の保護範
囲に含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】従来技術における信号入力装置の概略図である。
【図２】他の従来技術における信号入力装置の概略図である。
【図３】他の別の従来技術における信号入力装置の概略図である。
【図４】本発明における信号入力装置を一つの角度から見た概略図である。
【図５】本発明における信号入力装置を他の一つの角度から見た概略図である。
【図６】本発明において食指スリーブにホイールを設置している概略図である。
【図７】本発明において食指スリーブにホイールを設置している概略図である。
【図８】本発明の第１実施例による信号入力装置のブロック図である。
【図９】図８に示す位置感知ユニットの内部ブロック図である。
【図１０】図８に示す位置感知ユニットの構造概略図である。
【図１１】図８に示すページターニングユニットの構造概略図である。
【図１２】ホイールの正面概略図である。
【図１３】ホイール、支持体とエンコーダーの構造概略図である。
【図１４】本発明の第１実施例に合わせている無線受信装置の概略図である。
【図１５】本発明の第２実施例による中指スリーブにホイールを設置している概略図であ
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る。
【図１６】本発明の第３実施例における信号入力装置のブロック図である。
【図１７】本発明の第３実施例において食指スリーブの概略図である。
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